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上野田に浦和工場を開設
し、バルブの自動化など
のサービスを始めた。以
後、浦和工場は業務の拡
大に伴い、近隣で数回、
移転された。そして2013
年４月、高度なバルブメ
ンテナンスを実現するた
めに、人員補強と設備の
増強を実施。同時に、茨
城県神栖市に工場を移転､
「ＮＶＴ バルブサービス
(鹿島センター)」となっ
た。
　鹿島センターでは、バ
ルブメーカ出身の経験豊
富なスタッフが、各種バ
ルブのメンテナンス・改
造・自動化など、様々な
要求に対応している。ま
た、中村バルブ商事の40
年を超えるバルブメーカ
との取引の中で生まれた
ネットワークを最大限に
生かし、ユーザにとって
も、最適な提案を行って
いる。
　同センターには、バル
ブ検査台、バルブテスト
機、クレーン、旋盤、４
トンユニック車、各種
ボール盤などの設備が設置されて
いる。対応できるバルブの種類
は、ボール弁、ゲート弁、ベロー
ズ弁、バタフライ弁など、ほぼ全
種類のバルブだ。メーカやバルブ
の種類に関係なく、対応できるの

　中村バルブ商事の会社案内の業務
案内には､「石油精製・石油化学・
化学・医薬品・食品・水処理プラ
ント向けバルブ配管機材および各
種販売業務」とある。この業務案
内だけを見れば、バルブなどを扱
う管材商社としか思わないだろう。
　が、事業所には、東京都千代田
区の本社以外に、「ＮＶＴ バルブ
サービス(鹿島センター)」､「福岡
商品センター」がある。これら事
業所の中で、中村バルブ商事の特
徴を強く示しているのが、鹿島セ
ンターだ。同センターの業務は、
①バルブの組立・自動化業務、②
バルブおよび各種機器類のメンテ
ナンス業務、③管工事業、の主に
３つ。
　たしかに、中村バルブ商事は、
バルブなど、管材の専門商社では
あるが、その最大の特徴はバルブ
のメンテナンスまでを手掛け、バ
ルブのライフサイクルに渡りしっ
かりとしたサポート体制を持って
いることだ。代表取締役社長の中
村晋介氏も「メンテナンスまで手
掛けているので、長期間に渡って
お客様と情報を共有できる」と、
そのメリットを強調する。

　中村バルブ商事は1974年に、
バルブなどの管材の専門商社と
して設立された。その後1985年
に埼玉県浦和市(現さいたま市)

も特徴だ。
　対応可能な業務は､「各種自動化
(アクチュエータ・付属品の取付)
禁油・禁水処理｣「一般整備・定期
整備、試運転立会・診断｣「技術者
の国内・海外への派遣」だ。
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バルブのライフサイクルをサポートする中村バルブ商事

販売とメンテナンスのシナジーで独自路線

　バルブなどの管材を扱う商社は、数多く存在する。そんな中で、管材商社でありながら、製品

の売り切りではなく、管材のメンテナンスまで手掛け、ライフサイクルに渡ってサポートする企

業がある。中村バルブ商事は、鹿島地区に管材の整備を手掛ける拠点を持ち、バルブの分解・整

備から組み立てまでを手掛ける体制を持っている。製品の納入からメンテナンスまでを一貫して

手掛ける体制により、ユーザからの信頼を獲得。バルブの販売とメンテナンスのシナジーにより

独自路線をひた走っている。中村バルブ商事のメンテナンスの拠点、「ＮＶＴ バルブサービス

(鹿島センター)」を訪ねた。

バルブのライフサイクルを

サポート

鹿島センター

鹿島センターでメンテナンス中のバルブ
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　「各種自動化(アクチュエータ・
付属品の取付)・禁油・禁水処理」
の具体的な内容は、熟練した技術
者が、製品・仕様の要望を詳細に
ヒアリングし、最適な自動化・加
工処理を施すことだ。ユーザニー
ズを把握したうえで、的確に対応
する。
　「一般整備・定期整備、試運転
立会・診断」では、ユーザが要望
する整備は言うまでもなく、ユー
ザが気づきにくい問題点まで、綿
密にチェックしたうえで、改善を
提案。そのうえで、的確な整備を
行う。ユーザの目線では、なかな
か気付きにくい点にまで、対応す
る。
　また「技術者の国内・海外への
派遣」では、技術者が国内・海外
問わずに出向し、現地スタッフ
へ、アドバイザーとして、技術協
力や直接作業にも対応する。これ
までに国内のほか、海外ではタ
イ、シンガポールに技術者を派遣
した実績がある。
　センターの工場建屋内には、分
解されたパーツが並べられ、整備
作業が行われ、これから取り付け
られようとしている空気式の大
型アクチュエータも並べられてい
る。そして、各パーツは、整備を
終えると、組み立てられ、出荷さ
れる。

　中村バルブ商事が、バルブのメ
ンテナンスに着眼したのには、そ
れなりの理由がある。
　約60年前、創業者の中村末春氏
(現会長)が、あるバルブメーカに勤
務していた時、そのメーカがボール
弁を開発し発売した。が、ボール弁

は経年劣化に伴い、漏れを生
じた。このため、そのメーカ
では、拠点を設置して、ボー
ル弁の整備に当たった。この
サービスがユーザにも受け入
れられ、中村会長も「メンテ
ナンスには意味がある」と手
応えを感じた。その経験が、
中村バルブ商事において、メ
ンテナンスサービスを事業化
するきっかけになった。
　たしかに、管材商社にとっ
て、メンテナンス事業の売
上高は、全社売上高のごく一
部にすぎない。しかし利益

率は高い。またメンテナンスまで
手掛けることで、バルブの売り切
りにとどまらず、ユーザと長期間
に渡って、関係を継続できる。そ
の関係作りの中で信頼関係を築く
ことができれば、後続需要の情報
をいち早く掴み、提案などのアク
ションを起こせる。
　技術を熟知した社員を抱える中
村バルブ商事では、ユーザが気が
付かない提案もできる。その提案
を、ユーザが採用すれば、当然、
受注に結び付く。
　またユーザのプラントに出掛
け、バルブの診断を行うこともあ
る。診断の結果、整備や交換を提
案することもある。ユーザの予算
に応じて、提案がそのまま、注文
に結びつくかどうかは、ケースバ
イケースだが、こうした提案は、
ユーザとの信頼関係を築くうえ
で、意味がある。予算が付いて、
整備や交換が実施される時には、
中村バルブ商事にも引合が寄せら
れる。
　売り切りにとどまらず、メンテ
ナンスまでを手掛けることは、中
村バルブ商事の特徴を示すと同時
に、ビジネスチャンスの拡大にも
つながっている。

　メンテナンスも手掛けられる管
材商社として、着実に成長する中
村バルブ商事だが、鹿島センター
を支えるスタッフの育成も今後の
課題だ。
　現在、センターで働くのは、バ
ルブメーカで経験を積んだベテラ
ンスタッフが中心だ。しかし、世
代交代が適切に行われなければ、
将来に渡り、事業の成長を見込む

こともできない。
　このため、鹿島地区の工業高校
に働きかけ、若手の採用を心掛け
ている。採用した人材は、ＯＪＴ
でトレーニングしながら一人前に
育成する計画だ。
　バルブの技術を熟知した管材商
社として事業展開する中村バルブ
商事だが、メンテナンスの重要性
を改めて、実感したことがある。
2011年３月に発生した東日本大震
災の時だ。
　この時、仙台市の南にある名取
市の下水処理場が津波の被害を受
け水没した。処理場のバルブも被
害を受けたが、中村社長はバル
ブの継続使用が可能かどうか、判
定のために現地に向かった。し
かし、処理場は短期間で復旧さ
せる必要があり、復旧時間に制約
があった。このため、継続使用が
可能なバルブまで交換することに
なった。この時に､「十分にスタッ
フを抱えていれば、もっと的確な
対応ができた」と感じた。この出
来事は、中村社長にメンテナンス
が社会的にも大きな役割を果たし
ていることを再認識させることに
もなった。
　管材商社によるバルブの販売と
メンテナンスは、事業のシナジー
を上げるうえで重要だが、メンテ
ナンスには社会に果たす、大きな
役割がある。中村社長はこの事実
を再認識した。
　バルブなどの管材の販売とメン
テナンスを両輪に、中村バルブ商
事は独自路線をひた走る。

【問い合わせ先】
中村バルブ商事㈱
〒101-0025
東京都千代田区神田佐久間町３－
９(第３田中ビル５F)
ＴＥＬ：03-3866-1026

メンテナンスサービスに着眼

国内の技術者派遣
中村晋介社長

大きな社会的役割を担う

メンテナンス


